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じであるわけだし､何でも帳の物寂 しい空白は､学生に欠席 したということを否応なく見せつけることになる (効果
1)｡そして､後々自分のコメントを読み返すことで､その頃の自分を振り返ることができるとともに､成長の跡を
たどれる (効果5)｡また､コメントを書かなければならないので､教授者が授業中に語ることに対 して､｢自分はそ






間に､｢今日の講義で最 も重要な点は何で したか ? Whatwasthemostimportantpointorthelecture(of





















































































したりするためには､行為の ｢フレーム｣を持っ ｡ そのフレームとは､私たちの解釈や行為の地平を限定するもので
あり､私たちの営みの背景となっているものである｡私たちの意味連関､行為連関などは､それ以上はさかのぼって


































･第Ⅲ期 :この時期は､まず構造の変動､別の言い方では､再フレーム化 (リフレーミング)から始まる. 第Ⅲ期で
腫胎 していたフレーム転換-の動きが､発動したときである｡ それは､教授者によって意識的に試みられるときも
あるだろうし､学生からの提案として出てくるときもあるであろう｡ あるいは､授業の崩壊という形で出現するこ
























































































































































るからである｡ 先述 したように教授者は､このコメントに対 してさらにコメントを加えたり､そこから話を発展させ
たりしつつ､授業を進めていく｡ ここには､授業の構成-の学生の参与と､教授者と学生の相互作用が確かに見られ






























































































































の知とは､不完全であり体系だってはいない｡ しかし私たちはそこに一 貫した ｢意味｣を与えるべく､補完し解釈 し
行為 し体系づけているのである｡ これが私たちの日常の ｢知的な｣営みなのである｡ そもそも､知識を隅々まで照ら
して体系づけて伝えていくという教授法は､近代学校制度とともに生まれたものである｡すなわち､日常の場や生産


































養ということが含まれてくる｡ そして､｢私｣が含まれているがゆえ､単なる ｢知識 knowledge｣ではなく自分が生




































(2) これは後に詳述するが､実はそう考えることには､｢一斉教授法 vsゼミナール方式｣という図式を暗黙に前提 し
ており､これは一斉教授法が主流となってきた近代教育システムの観点の域を出ていない｡























(10) 当然のことながら､何が ｢私秘的な｣コメントであるかは､授業が契約の境界 (フレーム)をどう区切るかとい
うことによって異なってくる｡例えば､その私秘的なコメントも扱うように授業が形成されていた場合､それは
類型 Ⅰの､授業の内容に関するコメントということになる｡最近では､いくつかの大学で臨床心理学の教官が持





(1訪 6月9日は､マイクの調子がすこぶる悪 く､かつ蒸 し暑かったという環境的な要因もあり､また､教授者自身も
ノリの悪さを感 じており不全感を抱きつつ終わった回である｡










れは出席 しないと書けない｡(ちょっと意地の悪い見方で しょうか)0(文学部 1回女子)0












ことを思っているのかを読んだり問いたりして自分の意見を見直 したり深めたりするのも役だったと思 う｡ (文
学部 1回女子)
･今日の授業はつらかった｡いっも何でも帳を書 くのがつ らい｡抜粋を読んでも､先生の話を聞いても､｢だか
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